
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

年間販売額 104,050百万円 H16 101,441百万円 H19 87,321百万円 H19 120,000百万円 H26

購買力流出入率 79％ H16 84％ H19 84％ H19 100％ H26

工業従業者1人当りの出荷額 13,956千円 H15 17,874千円 H20 16,421千円 H22 20,000千円 H26

事業所数（従業者4人以上） 282件 H15 253件 H20 207件 H22 350件 H26

なし

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

1

1

2

3

1

2

1

計画期間

指標名
（H26）

計画策定時 目標
（現状）

（現状）

A 縮小

現状維
持地場産業振興センターの運営管理、地場産品のPR、販路拡大事業に対し補助金を交付

A 現状維
持

S 縮小

S

－ －単費

根拠
法令

商品・ブランド開発、産品流通システムの確立、及
び地産地消を推進する。

6 新・丹後ちりめん産業の総合的な振興

4 産学官による研究・開発体制の確立
市内商工業者の経営の安定化と成長を目指す。

市場縮小により、丹後ちりめんの代表である白生
地生産数量が最盛期の1/20まで縮小している中

丹後ちりめんの発信、商店街活動、空き店舗活用
に対する支援を行い、シルクの新たな付加価値
等を活用、発信することにより

予算額（単位：千円）

直・委
2,134       980          

なし

現状維
持

2－－なし ○
内部
管理

単費

2
特定サー

ビス
2

2○
サー
ビス

含む

2

現状維
持

46,000     

現状維
持

A 現状維
持

B

1

サー
ビス

事業
者

補
5,501       11,749     

地域産業の活性化を図るために活動している団体の活動を支援するとともに、各種事業を実施 (3,056)
1 該当なし 2○

該当なし

3

1 該当なし 2

特定サー
ビス

1○

特定サー
ビス

1

-             1,092       

(27,981)
2

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

ちりめん産業の総合的な振興を図る。

個別計画名称 計画概要

2,472       

(6,638)

10,770     10,638     
なし 他 A

特定サー
ビス

5○

A

Buy丹後（地元消費）の推進

市規
定

現状維
持(980)

2

備考

施策評価調書（内部評価結果）

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

施策名

政策名

④

Ⅰ

1

H24決算額 H25予算額

計画年次

A2,842       

単費
信用保証料補助金 商工振興課

なし

5

97,511     

4 5 商店街の再生

事業
者

単費

B

5

商工業の振興

交流経済都市 所管部局長の氏名

吉岡　茂昭

所管部局

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

施策
貢献度

今後の
方向性説明

単独
事業

商工観光部

起業ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾍﾟ開催事業 商工振興課

機械金属業が行う新分野展開に対し補助金交付

機械金属業振興事業 商工振興課

商工振興一般経費【方針6にも該当】 商工振興課

「丹後・知恵のものづくりﾊﾟｰｸ」の研修事業・施設運営管理費用の一部を負担

サー
ビス

丹後地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ運営費補助金【方針7にも該当】 商工振興課

○

人材育成事業【方針4にも該当】 商工振興課

事業
者

補
28,323     27,981     

なし 単費
2　各産業の連携の
強化（四位一体型）

3　工業団地の造成
と積極的な企業誘致

内部
管理

－ －
3,793       4,871       

なし 単費
企業立地・事業立地を促進するための活動(企業訪問等　延べ49か所)などを実施 (4,871)

企業立地促進事業【Ⅰ-①にも該当】 商工振興課

工場立地奨励金【Ⅰ-①にも該当】 商工振興課

産学連携推進事業 商工振興課

市規
定(11,749)

平成25年9月議会において制定する「商工業総合振興条例」、及び新経済戦略に基づ
き、新たな施策を平成25年10月または平成26年度から実施する予定。

地域資源活用ﾋﾞｼﾞﾈｽ創出事業 商工振興課

平成25年9月議会において制定する「商工業総合振興条例」及び新経済戦略に基づき
、新たな施策を平成25年10月または平成26年度から実施する予定。

(6,638)

サー
ビス

588          

商工振興課工業団地維持管理事業【Ⅰ-①にも該当】

222          
なし

市内工業団地内の維持管理(草刈・雑木伐採業務等)

単費 ○

サー
ビス

○
事業
者

補

(46,000)
1

商工業支援事業 商工振興課

維持
管理

事業
者

新たなﾋﾞｼﾞﾈｽを事業化するため、市の地域資源を活用した大学生発案の起業ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾍﾟを実施 (991)

なし 単費

なし 単費

市内事業者等が行う空き店舗の活用、新商品、ｼﾞｵﾊﾟｰｸ関連商品の開発等に対して補助金を交付 (5,840)
○

サー
ビス

個性魅力 2○

現状維
持

サー
ビス

事業
者

75,000     市規
定

単費
あんしん借換資金等利子補給事業 商工振興課 サー

ビス
2

直・補
10,016     5,840       市規

定
単費

978          991          

年度 年度 年度 年度

総合計画作成時

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考

後期基本計画作成時 直近年度実績値

総合
計画

めざす目標

商工総務一般経費 商工振興課

2○ 団体 直・補
2,479       3,460       

商業の販売力を高めます

工業の生産力を高めます

1　新たな産業おこし
の推進

目標

サー
ビス

事業
者

直・委

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

年度

3 工業団地の造成と積極的な企業誘致

A 現状維
持市内商工業者等が事業資金を借り入れ、返済の際に負担する利子の1.5%を超える分を補給(1,940件) (75,000)

1 該当なし

（一般財源） 数値

若者の流出により人口減少や高齢化が進む中

厳しい経営環境に置かれている事業者が多い中
商工会等関係団体への支援、商工業者に対する
金融支援、産学官の連携による研究・開発体制を
確立し

2 各産業の連携の強化（四位一体型）

7

直近年度実績値

年度 年度

大規模小売店舗の進出やインターネット通販の普
及により商店及び商店街の活力が失われてきて
いる中

魅力ある商店街づくり、商店街活動、空き店舗活
用に対する支援を行い

市内商店街及び商業活動の活性化を目指す。

1

○

2含む 負
10,770     10,638     

なし 他

慶応義塾大学と連携し、ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ等の地域活性化策の検討とﾓﾃﾞﾙ的実践活動を実施

産品の付加価値の向上及び販路開拓・販売促進
を図るため

農商工観連携の強化等により

平成25年9月議会において制定する「商工業総合振興条例」及び新経済戦略に基づき
、新たな施策を平成25年10月または平成26年度から実施する予定。

3 個性魅力 A

若者の定住化を図る。
森本工業団地への企業誘致を図り、新たな雇用
を創出し

負

2
新たな産業のおこしの推進

3

現状維
持

2

商工振興推進のための業務に必要な経費及び公用車(9台)の維持管理経費

市内商工業者等が事業資金を借り入れた際に負担する信用保証料の一部を補助(329件)

人材育成事業【再掲】方針1にも該当 商工振興課

「丹後・知恵のものづくりﾊﾟｰｸ」の研修事業・施設運営管理費用の一部を負担

(1,092)

直 B 現状維
持

1 該当なし 2

終了・
廃止工場の新増設と雇用促進を図るため奨励金を交付(新増設5件、雇用促進0件)

A

平成25年9月議会において制定する「商工業総合振興条例」及び新経済戦略に基づき
、新たな施策を平成25年10月または平成26年度から実施する予定。

4　産学官による研
究・開発体制の確立

5　商店街の再生

京都工芸繊維大学京丹後ｷｬﾝﾊﾟｽ(京丹後市京都工芸繊維大学地域連携ｾﾝﾀｰ)の維持管理を実施 (222)

(2,472)

維持
管理

事業
者

市民
直・委・補

・負

2,991       3,056       
なし 単費

平成25年度新規事業

事業
者

補
45,213     

維持
管理

事業
者

(3,460)

－ －

特定サー
ビス

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ
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根拠
法令

予算額（単位：千円）

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

H24決算額 H25予算額 財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

施策
貢献度

今後の
方向性説明

単独
事業（一般財源） 数値

1

2

3

4

5

6

7

1

1

2

3

4

5

1

2

※　合計金額には再掲事業を含んでいません。

５．歳出抑制の考え方について

293,208    

市きもの交流会に対して補助金を交付(会員数20事業所)、京丹後ちりめん祭に対して経費補助 (2,852)
3 個性魅力 3○

現状維
持

1 該当なし 3 A

S 現状維
持

2

計
(281,397)

市規
定

単費 A 現状維
持峰山織物センターの管理運営経費(延べ利用人数：15,177人)

S 終了・
廃止

－ －
1,2,3
,4,5

2,991       

地域産業の活性化を図るために活動している団体の活動を支援するとともに、各種事業を実施

平成23年度に実施した織物業実態統計調査の報告書を作成し、配布

4
民間補完
福祉増進

3

83,179     2,3,4
,5

○

サー
ビス

事業
者

補 S 終了・
廃止

320,575    

3,082       

現状維
持

織物合理化設備導入支援事業補助金 商工振興課 5,958       3,000       市規
定

ちりめん関連事業補助金 商工振興課 サー
ビス

団体

和装産地関連事業負担金 商工振興課 サー
ビス

団体

○

単費

織物業実態統計調査事業 商工振興課 サー
ビス

事業
者

直
36           -             

なし 単費

丹後地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ運営費補助金【再掲】方針2にも該当 商工振興課
補

ｼﾙｸのまちづくり事業 商工振興課 サー
ビス

サー
ビス

団体 補単費
市商工会が実施する小規模事業者への支援活動等に対して補助金を交付 (75,726)

サー
ビス

事業
者

直
298          492          

「シルクのまちづくり市区町村協議会」への参加経費 (492)

直・委・補
・負

企業立地推進･商工業総合振興条例等検討事業 商工振興課 内部
管理

－ －
1,969       -             市規

定
単費

商工会助成事業 商工振興課

企業立地推進と商工業の総合的振興を図るための新たな条例と経済戦略を策定するため、必要な調査と検討を実施 -
○

施策方針への位置
付けが困難な事業

A 現状維
持大宮織物ﾎｰﾙ及び丹後商業活性化ｾﾝﾀｰ等4施設を指定管理者制度により管理運営 (1,996)

4
民間補完
福祉増進

3,4○

峰山織物ｾﾝﾀｰ管理運営事業 商工振興課 維持
管理(2,830)

1 該当なし 3○

商工施設一般経費 商工振興課 維持
管理

市民 直・委
193          69           

なし 単費 A 現状維
持宇川織物技能ｾﾝﾀｰ、あしぎぬ苑等、商工業の振興に資する施設の維持管理 (69)

1 該当なし 3,4○

指定管理施設運営事業 維持
管理

市民 指
5,507       4,555       市規

定
単費

市民 直・委
3,114       

A 現状維
持

団体 補
4,277       4,000       

なし 単費
サー
ビス

補
2,825       

-
○

全国和装山地市町村協議会への負担金及び森田翁顕彰会への負担金を支出 (80)
○

丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会補助金 商工振興課

織機用ﾀﾞｲﾚｸﾄｼﾞｬｶｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ装置等を導入する市内織物事業者に対し補助金交付(26件) (3,000)
○

なし 単費 3○

3

2
特定サー

ビス
5○

A

3

現状維
持

A 現状維
持

3

S 現状維
持

1

3

3,056       
なし

施策における歳出抑
制の考え方

No.

サー
ビス

市民

今年度制定する「商工業総合振興条例」基づき、新た
な企業立地支援制度を創設する。

単費 ○
(3,056)

1
現状維

持
該当なし 2 A

歳出抑制の考え方
（平成26～28年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

信用保証料補助金について、平成23年度から3年継続して実施してきた上乗せ制度を廃止する。

事業
者

2,852       
なし 単費

5,179千円

918千円

4,350千円

工場立地奨励金について、現行制度としては廃止する。　
　（制度廃止時に指定済の工場で、交付対象期間が残っている工場については、継続して交付を行う）

企業立地推進専門委員の設置について、早期に目的を達成することにより廃止する。

商工振興課

補完・代替措置などがある場合は、その内容

今年度制定する「商工業総合振興条例」基づき、本制
度以外での新たな企業支援施策を実施する。

2

市規
定

商工振興課

S
「丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会(販路開拓事業等を実施)」に対して補助金を交付 (4,000)

3 個性魅力

商工振興一般経費【再掲】方針1にも該当

6　新・丹後ちりめん
産業の総合的な振
興

3

個性魅力負

平成25年9月議会において制定する「商工業総合振興条例」及び新経済戦略に基づき
、新たな施策を平成25年10月または平成26年度から実施する予定。

7　Buy丹後（地元消
費）の推進

28,323     27,981     
なし 単費

地場産業振興センターの運営管理、地場産品のPR、販路拡大事業に対し補助金を交付 (27,981)

特定サー
ビス

80,726     

個性魅力

80           80           
なし 単費

ＡＣＴ

- 2 -



01

Ⅰ ④

① ②

○公用車維持管理費 2,807千円

（燃料代、車検代、修理代、保険料等）

　※商工観光部管理台数：9台

○事務用品費 35千円

評
価
・
課
題
等

　商工業振興に係る業務を円滑に推進することができた。

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

目
的

　商工業振興に係る業務を推進するために必要な経費及び公用車等の維持管理経費

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

2,842千円 2,885千円 43千円 98.5 % 2,519千円

（参考）当初予算額

細事業名 商工総務一般経費 決算書 Ｐ.240

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 01商工総務費 50商工総務一般経費

- 3 -



01

Ⅰ ④

① ②

○京丹後市商工業経営安定利子補給金 97,511千円

・交付決定件数　　　1,940件

【内訳】

あんしん借換融資制度 1,019件 40,159千円

その他府融資制度 537件 46,163千円

京丹後市商工業振興融資制度 13件 207千円

政府系金融機関融資制度 371件 10,982千円

　　【参考】平成23年度交付決定件数等

・利子補給金　　　　94,181千円

・交付決定件数　　　2,045件

【内訳】

あんしん借換融資制度 1,110件 43,702千円

その他府融資制度 513件 40,224千円

京丹後市商工業振興融資制度 16件 227千円

政府系金融機関融資制度 406件 10,028千円

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○信用保証料補助制度とともに資金借入に伴う負担を軽減することにより、設備投資や運転資金
の借入、また、借換による有利な借入への移行や据置期間の設定を行いやすくなり、市内商工業
者の経営の安定化に資することができた。
○市の補助金等に関する基本方針に基づき、経済情勢等を見極めつつ、補給率を見直していく必
要がある。

目
的

　市内商工業者等が借り入れた事業資金を返済する際に負担する利子の一部を補給すること
により、資金調達を円滑にし、もって市内商工業の振興に寄与する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　市内商工業者等が「京都府中小企業融資制度」、「京丹後市商工業振興融資制度」、「政
府系金融機関融資制度」に基づき事業資金を借入れた場合に負担した利子について、借入利
率の1.5％を超える部分（最大2.5％分で、年度内100万円が限度）を補給し、事業資金借入
にかかる負担を軽減し、経営安定化を図った。

97,511千円 97,512千円 1千円 99.9 % 90,000千円

（参考）当初予算額

細事業名 あんしん借換資金等利子補給事業 決算書 Ｐ.240

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 03経営支援事業

- 4 -



02

Ⅰ ④

① ②

○京丹後市信用保証料補助金 45,213千円

・交付決定件数：329件 （単位：件、千円）

※補助限度額：1事業者年間40万円

・補助率（平成24年度は特例として補助率を上乗せした）

補助率を維持

補助率を維持

（2,000万円相当分）

700万円超1,000万円以内

500万円超700万円以内

2,000万円超

70% 70%

60% 65%

30% 40%

（2,000万円相当分）

300万円超500万円以内

100万円超300万円以内

100万円以内

30% 40%

50% 55%

40% 50%

1,000万円超2,000万円以内

46,774

従来補助率 特例補助率

80% 80%

借入額

交付額 12,755 10,960 13,595 5,493 3,971

件数 69 76 92 49

6,310 45,213

(参考)
H23

件数 101 84 100 48 61 369

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○厳しい景況が続く中、市内中小企業者の資金調達の円滑化及び財務上の負担軽減を図り、経営
の安定化に資することができた。
○市の補助金等に関する基本方針に基づき、経済情勢等を見極めつつ、補助率の見直しを行って
いく必要がある。

建設業 製造業
卸売・　　
　小売業

飲食店
宿泊業

その他 合計

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　厳しい経済情勢を勘案し、平成24年度中に実行された融資に係る保証料については、一部
補助率を上乗せして補助金を交付することで、市内中小企業者の事業資金借入に係る負担軽
減と経営安定化を図った。

業種

43 329

交付額 9,629 10,704 12,164 6,406
H24

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　市内中小企業者が事業運営に必要な運転資金や設備資金を借り入れた際に負担する信用保
証料の一部を補助することで、資金調達を円滑にし、もって市内商工業の振興に寄与する。

細事業名 信用保証料補助金 決算書 Ｐ.240

（参考）当初予算額

45,213千円 45,988千円 775千円 98.3 % 48,000千円

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 03経営支援事業

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

- 5 -



03

Ⅰ ④

① ②

○商工業支援補助金 8,089千円

〇プレミアム商品券発行事業補助金 1,563千円

〇地域にぎわいづくり支援事業補助金 364千円

　市民等が行う起業や空き店舗の活用に対して補助金を交付し、起業や事業拡大を促
進するとともに、新商品、ジオパーク関連商品の開発に対して補助金を交付し、商品
化を推進することができた。

2件

1件

6件

300千円

569千円

件数

起業家支援事業
1,000千円

3,000千円

事業名

評
価
・
課
題
等

○市内事業者及び市民が行う起業・空き店舗の活用・新商品の開発等に対して、支援を行い、市
内商工業の活性化を推進した。
○市の補助金等に関する基本方針に基づき、必要により制度内容変更等を行い、より効果の高い
補助金へと見直しを行っていく必要がある。

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（商工業支援補助金）

商工業の振興

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

ジオパーク関連商品開発事業

3,000千円

起業家支援事業（家賃補助）

Ｐ.240細事業名 商工業支援事業 決算書

目
的

　市民等が行う新たな取り組み等に対して支援を実施し、地域経済の活性化を図る。

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目

5,484千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 03経営支援事業

（新規）

（継続）

　京丹後市商工会が京都府介護保険返戻地域活性化事業と連携して発行したプレ
ミアム商品券のプレミアム費用に対し、その1/3相当額の支援を行った。
　■販売方法　　　　@1,000円×11枚（11,000円分）を10,000円で販売
　■発行枚数・金額　55,000枚　55,000千円
　■補助対象　　　　回収済商品券54,689千円のうちプレミアム分4,689千円

2件

2件

（新規）

（継続） 1,860千円

2件 160千円

（継続）

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　京丹後エムズカード会が行った顧客サービス強化事業（ポイント機器の新管理
ソフト導入）費用に対し、その1/3相当額の支援を行った。

（新規）

8件

29件

4件

補助金額

8,089千円

新商品・新製品開発事業

空き店舗対策事業

空き店舗対策事業(家賃補助）
280千円2件

合計

800千円

120千円

（参考）当初予算額

10,016千円 10,016千円 0千円 100.0 %

- 6 -



01

Ⅰ ④

① ②

○旅費

○有料道路等使用料

○駐車場使用料

○新分野･ビジネス開拓推進事業補助金

　交付先：丹後機械工業協同組合

関連展示商談会出展（国内5か所：東京、名古屋、京都、大阪2）

参加16社＋1グループ

○新事業･ビジネスマッチング推進事業補助金

　交付先：丹後機械工業協同組合（マッチングコーディネーター10人／参画15社）　

延べ72件マッチング／マッチング成立17件／受注成立2件　

評
価
・
課
題
等

○市内事業者のＰＲ活動による受注獲得のほか、新たなビジネス展開に寄与することができた。
○新たな顧客の開拓や成長産業分野への進出なくして丹後機械金属業の振興及び発展は考えられ
ないことから、引き続きその活動を支援することにより、事業者の主体的なビジネス開拓や、新
分野企業とのビジネスマッチング活動を促進していく必要がある。

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

1,525千円

目
的

　市内の機械金属業が行う新たな展開に向けた基盤構築や技術力向上、市場との接点活動を
支援し、機械金属業の事業分野の拡大と経営基盤強化を推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（新事業･ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ推進事業補助金） 700千円

府補 未来づくり交付金（新分野･ﾋﾞｼﾞﾈｽ開拓推進事業補助金） 300千円

　新分野進出推進協議会及び新分野進出研究会の展開支援を行うとともに、展示商談会への
出展等によりビジネス開拓を推進するための補助金、加えてマッチングコーディネーターを
活用して新分野企業等とのビジネスマッチングを推進するための補助金を交付した。

42千円

11千円

1千円

900千円

2,479千円 2,538千円 59千円 97.6 % 3,899千円

（参考）当初予算額

細事業名 機械金属業振興事業 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 06機械金属業振興事業

- 7 -



01

Ⅰ ④

① ②

○経費

・コンペ入賞賞金 270千円

（優秀賞：120千円×1、優良賞：50千円×2、佳作：50千円×1）

・参加賞（図書券10千円分×20件）

・消耗品費、バス燃料代 25千円

・商標登録料 27千円

・委託料（コンペ企画運営委託料、バス運転委託料） 444千円

・有料道路通行料 12千円

※民間団体（錦織米市翁顕彰会）より、別途、最優秀賞150千円、佳作50千円

　計200千円の資金協力をいただいた。

〔事業化されたアイデア〕

■非使用時のデザインエコバッグ『Crepeco（クレペコ）』（H19年度作品）

■京丹後発ご当地バーガー『黒丹バーガー』（H20年度作品）

■畳まず収納　『ちりめん折り畳み傘』（H21年度作品）

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○コンペティションにおいて提案された起業アイデアは、１次審査を通過した優秀かつ事業化の
可能性を秘めたアイデアであり、市内事業者により事業化が検討されているものもある。
○今後より多くのアイデアが事業化されていくよう、アイデアのさらなる周知を図るとともに、
事業化可能性の高いアイデアが提案されるための工夫を行っていく必要がある。

目
的

　地域資源を活用した大学生発案の起業アイデアをもとに、京丹後市発の新たなビジネスを
事業化し、商工業の活性化を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

200千円

 
「連携・協力に関する包括協定」を締結している京都工芸繊維大学のほか、京都府立大学、
京都府立医科大学、京都ノートルダム女子大学、京都産業大学の学生を対象に、京丹後市の
地域資源（自然、文化、歴史、生産物等）を理解してもらうため、8月にオリエンテーション
（1泊2日）を実施。その後、その地域資源を活用した斬新な起業（事業）アイデアを大学側
で募集、一次審査を通過した8件によるコンペティションを京丹後キャンパスで行った。

978千円 1,085千円 107千円 90.1 % 1,106千円

（参考）当初予算額

細事業名 起業ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾍﾟ開催事業 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 07産学連携推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業
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Ⅰ ④

① ②

○負担金

・管理運営負担金

・人材育成研修事業負担金

人材育成研修事業受講者実績

　『ものづくり人材スキルアップ緊急対策事業』

5回開催（4月～12月）、受講者数：年間延べ394人

（雇用調整助成金等対象講座として実施）

　≪参考≫

○公益財団法人京都産業21北部支援センターにおける事業

　・人材育成事業：技術講座・経営講座の実施

　　　　　　　　　（実施講座数：68講座、受講者数：延べ 2,295人）

　・経営相談事業：受発注の紹介斡旋、商談会の開催、新事業の展開、専門家

　　　　　　　　　派遣、販路開拓、経営革新、設備投資に関する相談への対応

　・機器貸付事業：機械金属加工及び織物に関する試験、分析、測定、加工等

　　　　　　　　　の機器を時間単位で貸付。「精密レーザー計測システム」など。

○「丹後・知恵のものづくりパーク」運営経費

　京都府支出金

評
価
・
課
題
等

○「丹後・知恵のものづくりパーク」における適切な施設運営と、ものづくり人材育成や地域中
小企業への経営・技術の総合支援等の各種事業の円滑な実施を支援し、市内企業の競争力強化に
資することができた。
○雇用調整助成金等対象講座を実施するにあたっては、地域の景況を注視しつつ、より地元企業
のニーズに沿った人材育成事業として実施する必要がある。

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

96,141千円

目
的

　「丹後・知恵のものづくりパーク」における事業の円滑な実施と適切な施設運営を促すこ
とにより、市内企業等の一層の成長と次世代のものづくり産業の総合的な振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ市町村等交付金 10,770千円

　公益財団法人京都産業21（北部支援センター）が、「丹後・知恵のものづくりパーク」に
おいて行う人材育成研修及び施設管理運営に係る費用の一部を負担することにより、同パー
クの適正な施設管理運営を推進するとともに、事業活動を行う上で必要となる知識、技術等
を地元企業の従業員等に習得させるための研修事業の実施を支援し、人材育成を推進した。

10,770千円

9,774千円

996千円

138,475千円

Ｐ.244

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 10人材育成事業

細事業名 人材育成事業 決算書

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

10,770千円 11,026千円 256千円 97.6 % 11,608千円
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Ⅰ ④

① ②

○技能訓練事業委託料 81千円

委託先：丹後町機業振興協議会

織物技術講習会：1回、12人参加、視察研修会：2回

○おおみや生き活きフェスタ産業文化祭開催費補助金 890千円

「薫る文化・伸びゆく産業」をコンセプトとして実施する「おおみや生き活きフェ

スタ2012」（産業文化祭）への支援を行った。

開催日：10月28日（日）　　来場者数：約2,000人

○丹後地域産業活性化推進会議負担金 1,200千円

KTR利用促進事業、先進地視察、人材育成事業、農・商工・観光連携事業等の活動

への支援を行った。

○出張旅費（普通旅費、有料道路通行料、駐車場使用料等） 720千円

地域ブランド連携協議会、GS世代研究会への参加など

○事務費（事務用品費、新聞購読料等） 100千円

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○産業団体や産業イベントに対する支援により、地域産業の活性化に寄与した。
○織物技術講習の実施などにより、和装産業の振興に寄与した。
○おおみや生き活きフェスタ産業文化祭開催費補助金について、市の補助金に関する基本方針に
基づき、見直しの検討を行っていく必要がある。

目
的

　地域産業の活性化を図るために活動している団体に対し、その活動を支援するとともに、
各種事業の実施により商工振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　地域産業の活性化を図るため、産業団体や産業イベントに対する支援を行うとともに、織
物技術講習等を実施し和装産業の振興に寄与した。また、「地域ブランド連携協議会」や「G
S世代研究会」の活動に参加し、地域ブランドの全国発信、新ビジネス創出の取り組みなどを
推進した。

2,991千円 3,012千円 21千円 99.3 % 2,401千円

（参考）当初予算額

細事業名 商工振興一般経費 決算書 Ｐ.244

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 50商工振興一般経費
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01

Ⅰ ④

① ②

○公益財団法人丹後地域地場産業振興センター運営費補助金

【主な実施事業】

・染色体験の実施（市民・観光客等275人が体験）

・地場産品の常設展示即売（229業者、約2,000品目）

・Tango Good Goods認定事業及び販売促進事業の実施

平成24年度認定数：38業者　93商品

見本市の開催：「Tango Good Goods見本市」10/13・14　宮津市体育館

　　　　　　　　出展者数：48社、来場者数：4,300人　

・各地域主催物産展、各種展示商談会・イベント等への出展

丹後のええもんうまいもん展（北千里12回、京都5回、名古屋3回、神戸1回）

東京インターナショナルギフトショーほか

・ICTを活用した丹後産品の集積・販売事業（農林水産品等）

販売金額 9,608千円、登録生産者数 120人

首都圏への販売流通開拓（トライアル事業での活用）【新設】

生産者向けスマートフォン講習会（受講者数 6人）【新設】

・カタログ・商品販売用WEBサイトによる丹後産品情報の発信

・施設管理及び運営

≪参考≫ 地場産品等販売実績額　45,215千円

　　　　　（チャレンジショップ分及びトライアル事業分を除く）

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○物産展、展示商談会などに出展し、地場産品のPR及び販売促進を年間通して実施することで、
地場産業の一層の振興を図ることができた。
○首都圏等地域外での販路開拓を積極的に進め、ICTを活用して地場産品の集積・販売を行うこ
とで、地域のPRと地場産品の販路拡大、新規生産者の開拓や人材育成につなげることができた。
○今後も地場産業の更なる振興のため、新たな実施事業など検討していく必要がある。

目
的

　丹後地域の地場産業振興拠点である公益財団法人丹後地域地場産業振興センターの運営を
支援することで、本市における商工業等の総合的な振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　公益財団法人丹後地域地場産業振興センターが行う施設管理、丹後ブランド産品の販売、
地場産品の販路拡大、新商品の開発、人材育成、情報の収集・提供等、地場産業の振興を図
るための各種事業運営に対し、補助金を交付した。

28,323千円

28,323千円 28,323千円 0千円 100.0 % 28,323千円

（参考）当初予算額

細事業名 丹後地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ運営費補助金 決算書 Ｐ.240

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 02ふるさと産品販売促進事業
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01

Ⅰ ④

① ②

　企業立地・事業立地を促進するための活動を行った。

【企業訪問等立地推進活動】

　　企業･関連団体･展示商談会等　延49か所

【企業立地ガイド増刷】

　ガイド　3,000冊

【平成2４年度京丹後市企業立地推進業務の実施】

　　委託先：（株）日本都市計画研究所　企業立地アンケート2,000件／回収249件

※平成24年度は、京丹後市単独で実施（平成23年度までは複数自治体で共同実施）

【企業情報、倒産情報及び業況判断等情報の取得】

　　データ元：株式会社帝国データバンク

　　独自抽出企業への立地アンケートの実施　市外665社、回答36社、訪問6社

【企業誘致関連展示商談会への出展】

　　｢国際物流総合展2012｣　平成24年9月11日～14日　4日間（東京ビッグサイト）

　　｢関西機械要素技術展｣　　平成24年10月3日～5日　  3日間（インテックス大阪）

【京都府市町村企業誘致推進連絡会議負担金】

　　｢京都府工場・研究所用地案内」、「会員市町紹介紙」作成

評
価
・
課
題
等

○平成22年11月に竣工した森本工業団地4区画は未売却のまま推移。企業立地アンケートの実施
により、誘致につながる企業の把握を行い、訪問活動等を実施したが、誘致には至らなかった。
○本事業は常設事業となってはならないことから、これまでの活動を生かしつつ、制度の見直し
や確度の高い企業アプローチを包括的に展開し、早期の立地獲得が求められる。

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

目
的

　市内における企業･工場の新増設や誘致などの企業立地･事業立地を促進し、企業成長に伴
う雇用機会の拡大など、市民生活の充実･発展と産業横断的な地域経済の活性化を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

1,211千円

80千円

1,044千円

394千円

998千円

66千円

Ｐ.242

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 04企業立地推進事業

細事業名 企業立地促進事業 決算書

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

3,793千円 3,870千円 77千円 98.0 % 4,348千円
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02

Ⅰ ④

① ②

○工場新増設奨励金

・交付決定件数 5件

・交付決定額 5,501千円

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○工場立地奨励金を交付することにより、市内における工場の新設及び増設を促進するとともに
雇用の拡大・安定化に寄与することができた。
○製造業の海外シフトが進む中、企業立地による雇用拡大及び産業振興を図っていく上で企業立
地に関する支援制度はますます重要度を増している。企業誘致活動における優位性の確保と市内
企業の成長をしっかりと後押しするためには、企業に対してより訴求力のある制度を検討し実施
していく必要がある。

目
的

　市内における工場の新設及び増設を奨励することにより、雇用の拡大とものづくり産業の
集積を促進し、もって本市産業の振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（工場立地奨励金） 2,500千円

　京丹後市工場立地促進条例の規定に基づき、従業員規模により3千万円又は5千万円以上の
投資を伴って工場の新増設を行い、かつ、常用雇用者を3人以上増加させた「指定工場」に対
して、固定資産税相当額の奨励金を交付した。（最初に課税された年度から5年以内）
　なお、新規地元雇用者１人につき40万円を交付する雇用促進奨励金（5年間、上限360万
円）については交付企業無し。

5,501千円 5,502千円 1千円 99.9 % 12,876千円

（参考）当初予算額

細事業名 工場立地奨励金 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 04企業立地推進事業
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03

Ⅰ ④

① ②

市内工業団地の維持管理を行った。

○消耗品費 （谷工業団地　フェンス鍵）

○光熱水費 （赤坂工業団地　入口看板照明）

○環境美化業務委託料 （大山工業団地　側溝清掃業務）

（赤坂工業団地　草刈・雑木伐採業務）

○工事請負費 （大山工業団地

　　雨水排水路の変更及び排水管撤去）

○土地借上料 （大山工業団地　下水道管敷設地）

39千円

1,879千円

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

　必要に応じた維持管理を行い、引き続き立地企業の円滑な操業に資する。

　市内5か所の工業団地における維持管理を行う。
目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

170千円

41千円

2千円

3千円

（参考）当初予算額

2,134千円 2,210千円 76千円 96.5 % 2,210千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

細事業名 工業団地維持管理事業 決算書 Ｐ.242

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 04企業立地推進事業
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03

Ⅰ ④

① ②

【主な事業】

○事業経営・技術相談会

・回数 ： 2回（平成24年8月24日、平成25年3月21日）

・相談件数 ： 計3件

・開催場所 ： 京都工芸繊維大学地域連携センター（京丹後キャンパス）

○炭素繊維強化プラスチックに関する視察

・回数：2回（名古屋市：平成24年9月21日、金沢市：平成24年11月6日）

○京都工芸繊維大学地域連携センター（京丹後キャンパス）の維持管理等

【経費内訳】

○打ち合わせ・コーディネート・視察経費

・旅費 53千円

・マイクロバス燃料代 9千円

・マイクロバス運転委託料 21千円

・有料道路通行料 9千円

○維持管理経費

・屋外動力盤補修等 496千円

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○京都工芸繊維大学地域連携センターを拠点とした産学連携事業を通じ、大学の持つ技術・知識
・人材と市内事業者を結びつけ、市内産業の振興に寄与することができた。
○市内の事業者等に対し、京都工芸繊維大学地域連携センターの機能や役割、またそこで開催さ
れるさまざまな産学公連携イベント等に関する更なる周知を図り、大学の持つ技術・知識及び人
材の積極的な活用を促進する必要がある。

　「連携・協力に関する包括協定」を締結している国立大学法人京都工芸繊維大学の協力の
もと、「事業経営･技術相談会」を開催したほか、炭素繊維強化プラスチックに関する事業化
の検討等を目的に、大学の持つ技術・知識及び人材と市内産業や市内事業者を結びつけるた
めのコーディネートを行った。
　また、産学公連携の拠点となる京都工芸繊維大学地域連携センター（京丹後キャンパス）
の維持管理等を行うことにより、良好な環境で大学と市内学校の交流、加えて大学等が主催
するワークショップを行うことができた。

目
的

　大学と市内産業や市内事業者を結びつけるコーディネートを行うとともに、京都工芸繊維
大学地域連携センターの維持管理等を行うことで、市内産業の振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

588千円 688千円 100千円 85.4 % 633千円

（参考）当初予算額

細事業名 産学連携推進事業 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 07産学連携推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業
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06

Ⅰ ④

① ②

○織物合理化設備導入支援事業補助金 5,958千円

交付件数 26件

交付台数 66台

・補助対象経費

　　

　

・補助金額

　　補助対象経費の1/3以内の額（補助限度額：1台につき10万円）

・補助期間

　　平成24年7月1日～平成27年3月31日までの3年間

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○補助金を交付することで、織物事業者の経営の合理化及び安定化が図られた。
○合理化設備の導入が必要な事業者が、本制度を利用して早期に設備を導入できるようにするた
め、引き続き制度の周知に努めていく必要がある。

目
的

　織機用ダイレクトジャカードコントローラ装置等を導入する市内織物事業者に対し補助金
を交付し、織物事業者の経営の合理化及び安定化を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（織物合理化設備導入支援事業補助金） 2,500千円

織機用ダイレクトジャカードコントローラ装置等の購入、設置経費及び旧装
置の撤去処分経費

5,958千円 6,000千円 42千円 99.3 % 0千円

（参考）当初予算額

細事業名 織物合理化設備導入支援事業補助金 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 05織物業振興事業
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01

Ⅰ ④

① ②

○全国和装産地市町村協議会負担金 30千円

【会員数】　13市2町

【主な事業】

・総会及び講演会・施設見学の開催

　　平成24年8月27日、京都市勧業館みやこめっせ

・国への要望活動

　　シルクのまちづくり市区町村協議会と連名で経済産業省へ要望

・「伝統産業の日」　全国和装産地ＰＲ展への参加

　　平成25年3月15日～17日、京都市勧業館みやこめっせ

○森田翁顕彰会負担金 50千円

【主な事業】

・ちりめん始祖森田翁慰霊祭の開催（平成24年11月1日）

・墓所の清掃及び供養

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○全国和装産地市町村協議会のさまざまな事業を通して本市のPRが図られたほか、全国の和装産
地における課題や取り組み等の情報共有により、本市の施策検討に役立てることができた。和装
業界がますます厳しさを増す中、今後も後継者不足等各産地共通の課題について、全国の和装産
地が連携し、一体となって取り組む必要がある。
○森田翁顕彰会の活動により、森田翁の偉業や丹後ちりめんの歴史文化を後世に継承することが
できた。

目
的

　全国和装産地市町村協議会に加盟し活動に参加するとともに、市内の織物関連団体で組織
する森田翁顕彰会の活動を支援し、和装産業の振興・発展を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　和装産業の振興を推進するため、本市を含む全国の和装産地自治体で組織する全国和装産
地市町村協議会に対し、負担金を支出した。加えて、本市、丹後織物工業組合、京丹後市商
工会及び峰山町内の機業組合で組織する森田翁顕彰会に対し、負担金を支出した。

80千円 80千円 0千円 100.0 % 80千円

（参考）当初予算額

細事業名 和装産地関連事業負担金 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 05織物業振興事業
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02

Ⅰ ④

① ②

○京丹後市きもの交流会補助金 1,152千円

【会員数】　20事業所（平成25年3月31日現在）

【主な内容】

　

○京丹後ちりめん祭補助金 1,673千円

会場設営、各種催事の開催及びステージ出演者への謝礼等に係る経費補助

【第62回京丹後ちりめん祭の概要】

　・開催日　：4月7日、8日

　・開催場所：アミティ丹後周辺

　・総事業費：2,469千円

　・主な内容：きもの大パレード、織物の展示、呉服販売、着物無料レンタル着付け

　　　　　　　おいらん道中、ちりめん持上げ大会、お茶席、スタンプラリー抽選会

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○京丹後市きもの交流会の積極的な事業活動及び京丹後ちりめん祭の開催を通して、丹後ちりめ
んや着物のPRが図られ、丹後ちりめんを中心とする織物業及び関連産業の振興に寄与した。
○市の補助金等に関する基本方針に基づき、和装産業の振興・発展に資する事業への支援として
必要な、見直しの検討を行っていく必要がある。

目
的

　市内のきもの関連業者で組織する京丹後市きもの交流会の活動及び本市の和装関連イベン
トである「京丹後ちりめん祭」の開催を支援し、和装産業等の振興・発展を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　きもの関連業に携わる会員の事業経営や商品開発等に係る能力の向上、加えて、丹後ちり
めんを中心とする織物業及び関連産業の振興に寄与することを目的に活動する京丹後市きも
の交流会に対し、積極的な事業の推進と円滑な会の運営を図るため、補助金を交付した。
　また、織物関連産業の振興及び活力ある地域づくりを推進するため、市や織物関連団体等
で組織する京丹後ちりめん祭実行委員会に対し、補助金を交付した。

　・京丹後ちりめん祭、「丹後たからもの展」プレイベント等への参加協力
　・市広報表紙「“きもの”のある風景」企画・運営　
　・他地域との交流（三重県松阪市呉服商組合）
　・新商品開発（シルクパジャマ等の制作）
　・市内全9中学校の卒業生を対象とした、ちりめん製卒業証書の製作
　・会員の事業活動に必要な知識習得を目的とした視察研修の実施
　・市民の和装着用促進を目的としたきもの着付け教室の開催
【総事業費】1,550千円

2,825千円 2,959千円 134千円 95.4 % 3,052千円

（参考）当初予算額

細事業名 ちりめん関連事業補助金 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 05織物業振興事業

- 18 -



03

Ⅰ ④

① ②

○丹後ファッションウィーク開催委員会補助金 4,277千円

【販路開拓事業】

　首都圏で丹後産地単独の丹後織物総合展「Tango Fabric Marche」を開催した。

【産官学連携事業】

【丹後織物製品開発・販売促進事業】

【海外販路開拓事業】

評
価
・
課
題
等

○丹後ファッションウィーク開催委員会のさまざまな事業活動を通じて、丹後織物や産地のPR及
び織物事業者の国内外の販路開拓が図られ、織物業及び関連産業の振興・発展に寄与した。
○市の補助金等に関する基本方針に基づき、織物業及び関連産業の振興発展に資する産地事業を
確実に支援するために必要な、見直しの検討を行っていく必要がある。

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

（総事業費　9,506千円
　　　うち与謝野町負担　1,426千円　　丹後織物工業組合負担　3,803千円）

目
的

　丹後2市2町の自治体や織物関連団体で組織する丹後ファッションウィーク開催委員会の活
動を支援し、織物業及び関連産業の振興・発展を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会補助金） 2,000千円

　日本最大の絹織物産地「丹後」の競争力の強化及び織物関連産業の振興・発展を図るため
、「丹後織物」の魅力発信、織物事業者の国内外の販路開拓及び産官学の連携事業を実施す
る「丹後ファッションウィーク開催委員会」に対し、補助金を交付した。

　・10月31日～11月2日、ヒルサイドテラスアネックスA棟（東京都渋谷区）
　・商談件数220件（内新規158件）
　・成約件数24件（平成25年3月31日現在）

　関西圏のファッション関連校4校と連携し、丹後織物を使った学生の作品制作及び
連携校主催の制作発表会等を通じて、丹後織物のPRを行った。
　・連携校：東洋きもの専門学校（大阪市）、京都造形芸術大学（京都市）
　　　　　　上田安子服飾専門学校（大阪市）、ディーズファッション専門学校（京
　　　　　　都市）

　女子美術大学と連携し、丹後織物のデザイン及びその生地を使った雑貨類の作品制
作を行った。また作品の展示会を首都圏のギャラリーで開催した。
　・作品点数57点（制作に関わった学生数21名）

　欧州ファッションブランド（2社）と丹後産地の織物事業者（8社）とのマッチン
グによるコレクション素材の共同開発を行った。2013年のイタリアコレクション、
パリコレクションに出展予定。

4,277千円 4,277千円 0千円 100.0 % 4,500千円

（参考）当初予算額

細事業名 丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会補助金 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 05織物業振興事業
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04

Ⅰ ④

① ②

○印刷製本費（300部）　 36千円

【平成23年度織物実態統計調査の概要】

　・調査基準日　　 平成24年2月1日

　・調査対象事業所数　　　　

　・調査項目　　

　　　　　　　　

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

　市内織物事業者の実態を明らかにした報告書を配付することで、本市また関係機関の施策検討
に役立てることができた。

目
的

　平成23年度に実施した「織物業実態統計調査」の報告書を作成し、関係団体に広く配付す
ることで、施策の検討・立案に役立てる。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

1,375事業所

経営実態、生産形態、従業者、後継者、経営規模見通し、

生産状況、織機保有台数等

36千円 40千円 4千円 90.0 % 105千円

（参考）当初予算額

細事業名 織物業実態統計調査事業 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 05織物業振興事業
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05

Ⅰ ④

① ②

○職員旅費 298千円

総会（福島県川俣町）

幹事会　2回（群馬県富岡市、東京都内）

【協議会の概要】

・自治体会員数 26市区町（平成25年3月31日現在）

・特別会員 5人（経済産業省等の職員）

・顧問 11人（ファッションジャーナリスト、テキスタイルデザイナー等）

・協賛団体 25団体（蚕糸団体、産地織物組合、絹業関連団体ほか）

・事業内容

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○協議会のさまざまな事業活動を通して、シルクに関する有益な情報が広く発信されたほか、関
係者間において情報共有が図られた。今後ビジネスマッチングや多角的な連携につながっていく
ことが期待される。
○会員自治体が26市区町と広範囲にわたる中で、情報共有の重要性が認識されているところ。さ
らに効果的な情報共有のあり方を検討するとともに、会員自治体内の企業への情報提供を推進す
る必要がある。

目
的

　シルクに関する産業及び歴史・文化を持つ全国の自治体等で組織する「シルクのまちづく
り市区町村協議会」の活動に参加し、シルク産業の振興・発展を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　「シルクのまちづくり市区町村協議会」に参加し、シルク産業の振興とシルク文化を活用
した魅力ある地域づくりを目的に活動を行った。

情報誌の発行、協議会ホームページ及びブログの運営、視察研修、

ビジネスマッチング促進事業、国への要望活動、総会及び幹事会

の開催、自治体会員及び顧問の勧誘による組織拡大等

298千円 319千円 21千円 93.4 % 488千円

（参考）当初予算額

細事業名 ｼﾙｸのまちづくり事業 決算書 Ｐ.242

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 05織物業振興事業
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01

Ⅰ ④

① ②

○優良従業員表彰事業補助金 302千円

【同時に行う表彰】 ・勤続10年（京丹後市商工会長表彰）

・勤続30年（丹後労働基準監督署長表彰）

・勤続40年（特別功労者表彰）

○小規模事業経営支援事業補助金 66,486千円

・補助対象経費　　　244,120千円

○織物指導事業補助金 12,235千円

○地域活性化事業補助金 4,156千円

　市内の産業並びに丹後ちりめんの振興と地域活性化に資するイベントを支援した。

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○商工会が行う事業に対して助成支援することにより、巡回指導の徹底充実をはじめ、経営相談
、金融斡旋など商工業者に対するさまざまな支援活動が行われるとともに、織物事業者への支援
、産業振興に資するイベントなどが実施され、厳しい地域経済状況下において商工業の振興に資
することができた。
〇市の補助金等に関する基本方針に基づき、見直しの検討を行っていく必要がある。

主
な
財
源

5,000千円

府補 未来づくり交付金（地域活性化事業費補助金）

　受賞者に永年の業績を振り返っていただき、次の10年への励みとしていただくと
ともに、それを通して市内企業の振興・活性化を図ることを目的として勤続表彰が行
なわれているが、勤続20年の93人に対して市長表彰を行った。

開催場所 丹後あじわいの郷 丹後あじわいの郷

1,500千円

府補 未来づくり交付金（織物指導事業費補助金）

開催日

京丹後きもの祭

656千円

1,720千円

11月10、11日

6,167千円

3,500千円

京丹後商工祭事業名

補助対象経費

補助金額

11月10、11日

（参考）当初予算額決算額

　京丹後市商工会による経営相談、金融斡旋、巡回指導及び小売商業振興事業など、
地域に密着した活動や事業への支援を行い、商工業者の経営の安定を図った。

320千円 99.6 % 80,999千円83,179千円 83,499千円

目
的

最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

　京丹後市商工会が実施する小規模事業者のニーズに対応した経営相談等の支援活動、地域
活性化事業等に対して補助金を交付し、商工業の振興・発展を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　延べ3,141件の織物指導を実施し、織物業者の技術力向上及び丹後ちりめん等の品
質向上を図るとともに、織物業者の経費負担の軽減を図った。

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 01商工会助成事業

細事業名 商工会助成事業 決算書 Ｐ.240

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興
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01

Ⅰ ④

① ②

〇企業立地推進及び商工業総合振興条例等の検討に係る調査 1,745千円

・普通旅費 69千円

・調査研究業務委託料 1,676千円

〇京丹後市新経済戦略検討会議の開催 224千円

・委員謝金 58千円

・費用弁償 166千円

　【会議の状況】

・委員数 16人

・委員構成 市内外の商工関係団体の代表者、有識者

・開催回数 4回

・謝金 府外委員 ： 1回10千円

府内委員 ： 1回 4千円 ※市内委員以外

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

　全国的な調査により多様なデータ及び参考となる事例を得ることができ、また検討会議におい
てさまざまな立場の委員から多くの参考となる意見を聞くことができ、新たな条例（案）及び経
済戦略（案）の策定に役立てることができた。

目
的

　企業立地の推進及び商工業の総合的な振興を図るための新たな条例及び経済戦略を策定す
るため、必要な調査及び検討を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　企業立地の推進及び商工業の総合的な振興を図るための新たな条例及び経済戦
略の検討に資するため、企業ニーズの変化、他地域の先進的・特徴的な事例、制
度等についての調査と分析を行った。

　企業立地の推進及び商工業の総合的な振興を図るための新たな条例及び経済戦
略の検討に資するため、関係者、有識者の意見を聴取するため検討会議を開催し
た。

1,969千円 1,970千円 1千円 99.9 % 0千円

（参考）当初予算額

細事業名 企業立地推進･商工業総合振興条例等検討事業 決算書 Ｐ.244

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 02商工振興費 11商工業総合振興事業
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01

Ⅰ ④

① ②

○延べ利用人数 15,177人

○管理運営費 3,114千円

・宿日直代行業務委託料 1,482千円

・電気代、上下水道代 897千円

・機械警備委託料等 111千円

・土地借上料（203㎡） 185千円

・消耗品費、燃料費、印刷製本費、修繕料等 352千円

・電話代 46千円

・公有建物共済分担金、テレビ受信料等 21千円

・備品購入費（掃除機、掛時計） 20千円

○目的別利用件数 （単位：件）

○部屋別利用件数

合計
第1・2

研修室
教養室小会議室大会議室

498 142 124 688 1,452

86 24 1,452

サークル

活動

ｽﾎﾟｰﾂ・

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
相談業務

196 275 329 63 479

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○職業訓練、教室・サークル活動を行う施設として多くの利用があり、各種活動の推進に寄与し
た。
○市の公共施設見直し方針に基づき、施設の管理方法の見直しに向けた検討を行っていく必要が
ある。

目
的

　峰山織物センターを管理運営することで、市民の織物に関する知識の修得に寄与するとと
もに、市民の福祉の増進を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 公有財産使用料 115千円

使用料 峰山織物ｾﾝﾀｰ使用料 148千円

　市民に安全かつ快適に施設を利用いただくため、適正な管理運営を行った。

会議 研修 教室 その他 合計

3,114千円 3,275千円 161千円 95.0 % 3,275千円

（参考）当初予算額

細事業名 峰山織物ｾﾝﾀｰ管理運営事業 決算書 Ｐ.246

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 03商工施設費 01峰山織物ｾﾝﾀｰ管理運営事業
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01

Ⅰ ④

① ②

○指定管理委託料 4,133千円

・大宮織物ホール 3,755千円

施設利用者数：延225回、4,979人（太極拳、よさこい、ダンス等）

・丹後商業活性化センター 378千円

施設利用団体：1階＝NPO法人全国まちづくりサポートセンター丹後支所等

　　　　　　　2階＝京丹後市商工会丹後支所

○火災保険料 86千円

・大宮織物ホール､丹後商業活性化センター､商工活性センター､弥栄機業センター

○土地借上料 334千円

・大宮織物ホール土地借上料（2,470㎡）

○工事請負費 954千円

・大宮織物ホール高圧気中開閉器等取替工事 500千円

・丹後商業活性化センターエアコン取替工事 454千円

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○指定管理者により市内商工施設の適正な管理運営を行うことで、施設利用者の利便性の向上に
つながるとともに、商工業の振興に寄与した。
○商工活性センターと丹後商業活性化センターについて、市の公共施設見直し計画に基づき、施
設の在り方の見直しに向けた検討を行っていく必要がある。

目
的

　市内商工施設の適正な管理運営を行い、施設利用者の利便性の向上と、あわせて商工業の
振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 公有財産使用料 2,295千円

諸収入 大宮織物ﾎｰﾙ電気料 200千円

　大宮織物ホール、丹後商業活性化センター等4施設について、京丹後市商工会を指定管理者
として管理運営を委託し、適正な管理運営を行った。

5,507千円 5,531千円 24千円 99.5 % 4,555千円

（参考）当初予算額

細事業名 指定管理施設運営事業 決算書 Ｐ.246

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 03商工施設費 02商工施設指定管理運営事業
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01

Ⅰ ④

① ②

○商店街駐車場外灯電気代（旧小谷医院跡地） 5千円

○あしぎぬ苑水道料 11千円

○あしぎぬ苑管理委託料（委託先：鳥取老人会） 52千円

○宇川織物技能センター管理委託料（委託先：宇川先染組合） 120千円

○宇川織物技能センター火災保険料 5千円

評
価
・
課
題
等

　商工業、織物業の振興を目的とした施設の適正な管理運営を行うことができた。

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

目
的

　商工業の振興に資する施設の維持管理を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 公有財産使用料 1千円

193千円 193千円 0千円 100.0 % 193千円

（参考）当初予算額

細事業名 商工施設一般経費 決算書 Ｐ.246

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 商工業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 07商工費 01商工費 03商工施設費 50商工施設一般経費
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